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L-001302 産業・業

務（業種
共通）

パッケージ
エアコン(店
舗･オフィス
用)

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスのL2-Tech水
準に該当する製品が市場
に存在しない製品であっ
たため

S-005931 8.1 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISB8616:2015 パッケージエア
コンディショナ

JISB8616:2015に
準拠

JISB8616:2015 パッケージエア
コンディショナ

JISB8616:2015に
準拠

7.7 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISB8616:2015 パッケージエアコンディ
ショナ

JISB8616:2015に準拠 JISB8616:2015 パッケージエアコンディ
ショナ

JISB8616:2015に準拠

L-001302 産業・業
務（業種
共通）

パッケージ
エアコン(店
舗･オフィス
用)

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスのL2-Tech水
準に該当する製品が市場
に存在しない製品であっ
たため

S-005932 7.9 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISB8616:2015 パッケージエア
コンディショナ

JISB8616:2015に
準拠

JISB8616:2015 パッケージエア
コンディショナ

JISB8616:2015に
準拠

7.5 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISB8616:2015 パッケージエアコンディ
ショナ

JISB8616:2015に準拠 JISB8616:2015 パッケージエアコンディ
ショナ

JISB8616:2015に準拠

L-001302 産業・業
務（業種
共通）

パッケージ
エアコン(店
舗･オフィス
用)

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスのL2-Tech水
準に該当する製品が市場
に存在しない製品であっ
たため

S-005933 8.1 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISB8616:2015 パッケージエア
コンディショナ

JISB8616:2015に
準拠

JISB8616:2015 パッケージエア
コンディショナ

JISB8616:2015に
準拠

7.3 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISB8616:2015 パッケージエアコンディ
ショナ

JISB8616:2015に準拠 JISB8616:2015 パッケージエアコンディ
ショナ

JISB8616:2015に準拠

L-001302 産業・業
務（業種
共通）

パッケージ
エアコン(店
舗･オフィス
用)

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスのL2-Tech水
準に該当する製品が市場
に存在しない製品であっ
たため

S-005935 6.8 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISB8616:2015 パッケージエア
コンディショナ

JISB8616:2015に
準拠

JISB8616:2015 パッケージエア
コンディショナ

JISB8616:2015に
準拠

6.9 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISB8616:2015 パッケージエアコンディ
ショナ

JISB8616:2015に準拠 JISB8616:2015 パッケージエアコンディ
ショナ

JISB8616:2015に準拠

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する製
品が新たに確認できたた
め

S-006017 - - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

5.2 - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠 JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する製
品が新たに確認できたた
め

S-006018 - - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

5.1 - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠 JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する製
品が新たに確認できたた
め

S-006019 - - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

5.1 - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠 JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する製
品が新たに確認できたた
め

S-006020 - - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

5.1 - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠 JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・クラス能力及び各クラス
のL2-Tech水準の見直し

・クラス能力の見直しを行
い、さらに見直しに伴っ
て、L2-Tech水準を改め
て設定する必要があった
ため。

S-006024 5.7 - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

5.7 - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠 JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・クラス能力及び各クラス
のL2-Tech水準の見直し

・クラス能力の見直しを行
い、さらに見直しに伴っ
て、L2-Tech水準を改め
て設定する必要があった
ため。

S-006025 5.3 - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

JRA4066:2014 ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠

5.3 - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠 JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・クラス能力及び各クラス
のL2-Tech水準の見直し

・クラス能力の見直しを行
い、さらに見直しに伴っ
て、L2-Tech水準を改め
て設定する必要があった
ため。

S-007201 5.0 - 期間成績
係数
（IPLV）

JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠 JRA4066:2017 ウォータチリングユニット JRA4066:2017に準拠

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する製
品が新たに確認できたた
め

S-006116 - - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JISB8613:1994ま
たはJRA4066:2014
に準拠

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠 JRA4066:2014
に準拠。

5.5 - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠。

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する製
品が新たに確認できたた
め

S-006117 - - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JISB8613:1994ま
たはJRA4066:2014
に準拠

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠 JRA4066:2014
に準拠。

5.4 - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠。

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する製
品が新たに確認できたた
め

S-006118 - - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JISB8613:1994ま
たはJRA4066:2014
に準拠

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠 JRA4066:2014
に準拠。

5.1 - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠。

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する製
品が新たに確認できたた
め

S-006119 - - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JISB8613:1994ま
たはJRA4066:2014
に準拠

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠 JRA4066:2014
に準拠。

5.4 - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠。
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L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・クラス能力及び各クラス
のL2-Tech水準の見直し

・クラス能力の見直しを行
い、さらに見直しに伴っ
て、L2-Tech水準を改め
て設定する必要があった
ため。

S-006123 5.7 - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JISB8613:1994ま
たはJRA4066:2014
に準拠

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠 JRA4066:2014
に準拠。

5.6 - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠。

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・クラス能力及び各クラス
のL2-Tech水準の見直し

・クラス能力の見直しを行
い、さらに見直しに伴っ
て、L2-Tech水準を改め
て設定する必要があった
ため。

S-006124 5.3 - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JISB8613:1994ま
たはJRA4066:2014
に準拠

JISB8613:1994
または
JRA4066:2014

いずれも
ウォータチリン
グユニット

JRA4066:2014に準
拠 JRA4066:2014
に準拠。

5.3 - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠。

L-001311 産業・業
務（業種
共通）

空冷ヒート
ポンプチ
ラー

・クラス能力及び各クラス
のL2-Tech水準の見直し

・クラス能力の見直しを行
い、さらに見直しに伴っ
て、L2-Tech水準を改め
て設定する必要があった
ため。

S-007202 5.0 - 期間成績
係数
（IPLV）

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠

JISB8613:2019または
JRA4066:2017

いずれもウォータチリン
グユニット

JISB8613:2019または
JRA4066:2017に準拠。

L-001341 産業・業
務（業種
共通）

温水機 ・L2-Tech水準の見直し ・整数で表示する必要が
あるため

S-006340 105.2 % ボイラ効
率

JISB8222-
1993、
JISB8417:2000
または
JISB8418:2000
（あるいは、
HA-035:2017ま
たはHA-
036:2017）

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機（あるい
は、ガス焚潜
熱回収型真空
式温水発生機
またはガス焚
潜熱回収型無
圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、ま
たは
JISB8418:2000に
準拠（あるいは、
HA-035:2017また
はHA-036:2017に
準拠）

JISB8222-
1993、
JISB8417:2000
または
JISB8418:2000
（あるいは、
HA-035:2017ま
たはHA-
036:2017）

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機（あるい
は、ガス焚潜
熱回収型真空
式温水発生機
またはガス焚
潜熱回収型無
圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、ま
たは
JISB8418:2000に
準拠（あるいは、
HA-035:2017また
はHA-036:2017に
準拠）

105 % ボイラ効
率

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱回
収型無圧式温水発生機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠（あ
るいは、HA-035:2017ま
たはHA-036:2017に準
拠）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱回
収型無圧式温水発生機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠（あ
るいは、HA-035:2017ま
たはHA-036:2017に準
拠）

L-001341 産業・業
務（業種
共通）

温水機 ・試験条件の見直し ・業界団体に確認がとれ
たため

S-006343 90 % ボイラ効
率

HA-034-2：
2015または
HA-034-1：
2015

日本暖房機器
工業会規格HA

ＪＩＳB8222-1993、
HA-034-2：2015、
HA-034-1：2015に
準拠

JISB8222-
1993、
JISB8417:2000
または
JISB8418:2000

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、ま
たはJSB8418:2000
に準拠

90 % ボイラ効
率

HA-034-2:2015または
HA-034-1:2015

日本暖房機器工業会規
格HA

JISB8222-1993、HA-
034-2:2015、HA-034-
1:2015に準拠

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、
JISB8418:2000または
HA-034-2:2015

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
無圧式温水発生機また
は木質バイオマスボイラ
－第 2 部：無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
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